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縮鶴藁枯痕抵抗性胃質遺華子系統� fハツシモ妓患 SLJの膏或と義壇j去について
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Breeding ofrice stripe disease resi日tanceisogenic line “Hat白ushimogifu SL"and cultivation method 

forthe variety. 

Ter吐lirOArai，TakashiYamada and KazuakiYoshida 

重要給 水種品種�  fハツシモJに戻し交維により誠葉枯痛抵抗性遺伝子を導入し繍

G抵抗位向震遺f云子系統� fハツシモ!校卒� SLJ告と育成した� 縞葉枯病抵抗性を有する�  id皮系� 164 

j を一語親、� fハツシモ j を畏復親とし、各留の戻し交雑を行った。� fハツシモd皮ゑ� SLJ

の品種特性誌� fハツシモ j と比較して、出様、成熟期はiまi支局等、葬長は� 2'"'-'3cm短く、

はj可等、穂数および収量は多くなった。守ニ粒主義は約� 19小さくなった G また、冶lodanJ 

E封来の縞葉枯病抵抗性遺伝子� Stvb-jそ有するため、縞葉枯病の発病は認められなかった G

栽培特性を把握するために、緩効性肥料をmいた栽培試験を行ったところ、基肥:被覆尿

肥料�  30日タイプ� (N4kgI10a)十穂、肥:緩効性肥料(N4kgI10a)区で最も多収であり、千粒

も確保できることが分かった。

キーワード:稲、ハツシモ岐阜SL，ハツシモ、縞業枯病抵抗性、戻し交雑、同質遊撃伝子系統

鰭雲

岐阜県の水種奨競品種� fハツシモjは、県衛頭部の岐

毒芝、西南濃地域を中，以こ件付され、その作付街積は8，541 

ha(作付比率34.6% 斡炎お年齢訟と金i刻銘柄のコ、ンヒ

カリを上自るH科寸比率� 31.6%)ヌド燥の水梯の主要品種

となっている。

「ハツシモj は農林被農事試験場鴻巣試験地

において、母本が「東r 、父本が「近畿j{き24l! 

15号j として昭和� 10停に人工受配が行われ、

昭和� 13年にその雑穏第� 3代種子を、農林省指定

水稲新品穏育成試験合行っていた岐阜県農事試

験場および指定試験合引きF継いだ安城農事改良

実験所において選抜‘闘能が行われ、昭和� 18

年に「東r1!50号Jとして配布開始、昭和� 25年

に品種登録され、同年に本燥の奨励品種に採用

された九

ハツシモj 主義務で鎖状しやすい大

合農業技術課

粒、良食味等の特性を るが、特に問題とな

るのは輔葉枯病抵抗牲を有しないことである。

本県ではとメトピウンカが媒介するウイルス

による鵜葉枯病が多発しており、平成� 17'"'-'21

年まで続けて縞葉稔病に詩認する発生予察注意報

が発令されている。鱗業給議にま守して辻、育苦

籍やヌド涜における訴徐が行われているが、訪徐

を行つでも被容が十分に訪げない場合もあり、

政策的にも進められている誠農薬栽培や安定的

な食料生産の面からも き簡題となって

いる。[ハツシモJの栽培において、縞葉枯病を

防ぐには殺虫剤による防除の他、インド型品穫

「司Modan川川� にこ尚来する繍葉枯病抵抗性遺伝子白 lJI


rStvb，I
ゆか"ゴ吋� 

を持つ抵抗性品種は多く作出されており、本県

の賛助品種である「あさひの夢j、「モチミノリ� J

の縞葉枯病掠抗性ちこの讃f云子に由来するもの

である。

しかしながら、� fノ、ツシモj に壊れ親し
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んできた消費者や生産流通現場にと って 「ハツ

シモ」を楠葉枯病抵抗性の他品種に置き換える

ことは、大きな抵抗があると予想された。

そこで 当センター(当時は岐阜県燦業総合研

究セ ンター)では平成� 8年から 戻 し交雑による

ハツシモ縞策枯病抵抗性同質遺伝子系統の育成

を開始 した。 この支配方法により 、縞築枯病抵

抗性遺伝子以外はほぼ原品種 「ハツシモJに類

似する系統が作出できた。

本報告では、ハツシモ縞葉枯病抵抗性同質遺

伝子系統として育成された「ハツ シモ岐阜� SLJ

の育成経過と 2007~2009 年に行われた栽培試

験について報告する。

トハツシモ縞葉枯病抵抗性同質遺伝子系統「ハ

ツシモ岐阜� SLJ の育成

ハツシモに縞紫枯病抵抗性を導入し 、制業枯

病抵抗性同質遺伝子系統を作出するために戻し

交雑を行った(図1)。繍薬枯病抵抗性を有する� 1

回親として岐系� 164号(月の光/ミネアサヒ 11関

東� 144号)を母本に、 ハ ツシモを父本として� 

1996 年 ~2003 年にかけて計 6 回交配した ( 3ど配

組み合わせ 岐系� 164号/6*ハツシモ)。得られ

た� BC5F1世代を� 2004年に開場展開して、繍

葉枯病抵抗性を有し、草型がハツシモに似てい

る 31 個体を選抜した。 2005 年 ~2006 年にか

けて系統選抜を行い有望な� 1系統を� GP283と

命名した。 2007年から所内水田で生産力検定を

行い、 2007年に� GP283に岐系� 200号を付与し、� 

2008年より現地試験を開始した。現地試験にお

いても縞策枯病抵抗性の有効性が確認され、「ハ

ツシモ」と類似すると認められたため(図� 2，3)、� 

2008年� 3月� 28日に農林水産省に品種登録出願

を行い、� 2011年� 2月� 15日に品種登録された(品

種登録番号第 20348号)。

なお、品種名はこれまで育成されている同質

遺伝子系統の命名法に準拠して「ハツシモ(原

品種名)J +i岐阜� (育成地)J +iSL (導入さ

れた形質)Jの形で命名した O 導入された形質で

ある� iSLJは縞紫枯病抵抗性 Striperesistance 

1.ineの略である。� 

2. rハツシモ岐阜� SLJの品種特性 


[材料および方法]


奨励品種決定調脊拭験は 2007~2009 年にか 

jiiFぺ
!?コーミネアサヒ」ト脱出号
平J-.J一関東I時」� 

ハツシモ岐阜Sl 

(厳系1目}号l

iiピ:;::トモ
図lハツシモ岐阜SLの系譜図

図 2 草姿の比較

図 3 玄米の比較

けて行った。ここでは「ハツシモ」の主たる作

付け時期であ る 6月上旬移植(普通期移植)につ

いて記載する。耕種概要を表� 1に示した。播種

は乾籾で� 150g/箱とし、移値は機械移摘で行

った。縞業枯病に関する防除は� 8月上旬の本田

における� 1回のみとし、箱施薬は行わなかった。
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調査項図は 、成熟期、梓長、穂長、穂数、 析機による食味に関係する評価値� HONの

玄米政量、 、玄米タンパク くなったが、食味宮能検査では品仏T

さ訟としたφ また として� N社製近赤外分析機 められなかった(表的G

による ある� HONを計測し ひ、ツシよそi岐阜� SLJ について擁関

また、 いもち需特性検定を ると、多HE区は蒋長が� 4cm

った。 については籍施薬を は� 1 増加した。これにより絞

略して本国 し、権病株主事を調査した。 た。ヂ粒重、玄米タンパク

いもら は、� u皮阜県中山間農業研究所 ふった。このような{涙向は"ハツシモj

に依頼し ビニーノレハウス内の であったが、多肥栽培における

に籾を しながら自然感染によ (ノ¥ツシモ」の方が大きかった。

るいもち 特性検定においては、自然感染による繍築枯

表1援励ぬ後決定騒音量の車養護獲霊 低抗性検定(表� 4)の結果、� IハツシモJの発病

肥料(&(お匂110a) 株間x 株率が� 50%を超えるのに対して、「ハツシモ岐� 
空宇次提襲緩縫害事樋お 基絶 穂際 条間 車寄施薬

米主事� 18050 184 (cm) 
SLJは� 0%であり、縞業枯病樵抗性遺伝子の

が有議であることが分かった。また、� DNA

2008 5/20 容110 標犯� 4 18.3x 
妻襲し� マーカ _5)を用いた検主主でも鱗築枯病抵抗性を

2009 5/22 6/11 多鰹
告� 30 

手ますることが確認された。一方、穂いもら議題

場抵抗性遺信子� Pb1は、� DNAマーカ _6)による

6月上旬の普通期栽培における「ハツシモi岐 検定では検出できなかった。さらに葉いもち病

阜� SLJ と「ハツシモ」の特性について� 3カ 関場抵抗性(表的は r~むと判定されたため、い

4 
4 

の平均{僚を表� 2に示した。� もち病に対しては従来の「ハツシモj と詩程度

1ハツシモ岐阜� SLJ は「ハツシモJ と比較 に弱いと考えられる η

して、出穂期は -l~ ::t O 日、成熟期はごと O~ 十 なお、縞葉枯病抵抗性および栂いもち病抵抗

1 臼で悶根度であった c 梓長は、 2~3cm 性を判定する� DNAマーカ…機定は(独)農研機

総く、穂長は;まぽ毘等、穂、数は 9~15%多くな 構北海道農業研究センタ…および愛知県によっ

った、 i校長をは 13~24%多くなった。二子粒護は て開発されたマーカーの使用許諾を受けて行っ

さくなった c 整粒率 た(特許番号第� 3069662号、第� 3153889号)。

支持母タンパク繋含量辻やや高いため、近海外分� 

理監2 奨励品種決定謡査。iこおけるハツシモ厳選挙Sしとハツシモの比較� (2007-2009年}

玄米
手数獲数

玄米タ
施肥出穏期成勲翼翼線長穂長 穂数 収景!J支援 ンパク� HON

品種名� 2 3援率{也〉
4)震含量

3)(g)
比較(kg/l Oa)m')本/(cm)m)(芯水準(月/日)(月/段) 

2'-&.1'唱)4) 

ハツシモ峨阜SL 8/31 10/5 82 20.8 302 495，3 124 25.1 84.8 7.5 81.0 
J¥':，1シモ

標準� 
9/1 10/5 84 20.9 277 400.0 100 26，4 81.4 6.9 85.4 

Jγ:ノシモ般阜SL 8/31 10/7 86 20.8 336 519.3 113 25、2 828 7.5 80.0，� 

Iγ:，1シモ
多肥� 

8/31 10/6 89 21.0 292 458.7 100 26.3 79.1 7.0 84.8 
1)移槌B 8月118(3カ年平均)2)織問 1.85mm3)K社製米粒判定機RN5004)N社製近赤外分析機NIR6500

表3 食味官能霊式験1)


年次号未 粘り 獲さ 総会� 水分(参考}
 
2007 0.12)久� S.3l -0.05 n.s. 0 n.s. 0.1 n.s. 11.7 

2008 -0.2 n.s. -0.16 n.s‘� -0.25 九s. -0.1 n.s. 13.4 


1)6.F!上旬移植バネラー数:2007年19名、 2008年20名
おハツシモを基準笹0とし、十3~-3の7段織で評価 
3)t-検定� 5%水準
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表4 籍施薬務鈴の省絡むよる繕葉結病穫病
様芸事

品種名
穣病様率(%)1)
 

2008年� 2007年


ハツシモ妓怠SL O 0.0
。� 
ハツシモ 紛� .0 52.0 

1)50株、4反復の平均値� 

表5葉いもち検定1)

品種;s� 7月15臼� 7月24日� 8月1日 判定 

ハツシモ岐阜SL 2，22) 4，0 3.8 弱

コシヒカリ� 1.6 3.4 4.0 弱

1)d愛車集中山朔蟻築研究所 2008年実施� 
2)発翁程度。-10のけ段階� 

3. rハツシモ妓霊祭� SLJの裁第特性� 

i材料およ� 

fノ、ッ、ンモu波長手� SLJ の栽培特性を検討するた

めに、肥料の種機およが栽植密賓との関係省ケ検

討した。肥料は� IB態窒素を� 10%有する

肥料およ 楽肥料(30日タイプ、� 90日夕

イプ)の� 3 を用いた。栽植密度は� 3水準とし� 

た。

6;;: 政および栽植密度の概要喜を示し

iま で、行った。調査項 Eは

と同ととしたの� 

表?に� 3 j]年の平均値を示した。 位し艶料水

ート被覆尿素肥料� 90日夕イ

2ズ1 である。

肥料水準� 4以外では、株閉め� 

18.2株1m2区が� 1日早くなっ

期は株聞の広い� 11.2株1m2区が遅くなる傾向に

あった。稗fそは明確な傾向が認められなかっ� 

m立当たり穂数は同一肥料水準内では、

が大きいほど多くなったのまた鰹数が多くな

ると、絶料水準� 4[三以外の収量は高くなる領拘 

になっ� 

i念、被覆尿素肥料� 90 日夕イブ会合む

政は� 25双未満となり、小さくなる傾向にふっ� 

表S 簸胞と栽櫨密度の概要1)

肥骨料噂 試験年次 基肥�  (N kg/10a) 
小中 �  ' 

2007-2009緩効性肥料(IB) 4 

2 2007-2009被覆尿素肥料2)30日タイプ� 4 

3 2007-2009被種尿素肥料90臼タイブ� 8 

4 2008-2009緩効性関料(J隠)や被穣燦� 2叫
素肥料90隠タイプ

また、千粒震と詩文量との指慣は高くなか

と玄米タンパク iま� 

;阪の報機(r 0.90女 勺主� 5%水準で口� 

られた(回心。

4. 総合考察

品種� fハツシモ」は� 60年の長舎にわた

り、峨際.県の奨励品種として作付け浅れてき

における縞葉枯病の被害は� 1960年には

と報告されおり� 7)、「ハツシモj もその被

、続けてきたと患われる。


詔� fハツシモj に導入� dれ
 

Stvb-iが報告されたのは、� 1960年代

のことでみるきは}。その後この遺弘子を用いた議

築枯痛抵技珪品種は数多く育成されているが、

これまでのところ抵技慢の崩壊についての報告

はなく、安定した特性を している α

回育成した� fハツシモ岐阜� SLJについても、

繍紫枯病の発生が見られず(表心、

性会千干することが確認され

「ハツシモ岐阜� SLJは「ハツシモJ(こ比べ、 

m立当たり穂数がやや多くなっているが(淡� 2)、

これは縞葉枯病抵抗珪を有するため、縞葉枯病

による菜数の減少が抑えら ま

ったことによると

よっても茎数の増加が見られ� ゆれにより、

fハツシモJ(こ比べて玄米q叉畿が る結果

になったと考えられる。

また、「ハツシモ岐~. SLJ は玄米タンパク質

量がやや高くなる傾向であった(表� 2)。タンパ

ク質含量は含量が高いと食味は劣るとされるが、

米の食味計は主としてタンパク質合盆を慕に食

味を点数化する方式である。従って「ハツシモ� 

u皮県� SLJ の食味が食味計により判定される場

合、不利な形震になると患われる。一方、実擦

に試食して評価を持う事智能検査で、は年次によっ

て若干の;まらつきがあったが、� fハツシモj と変

わらないという評価が得られた〈表討。

穂肥�  (NkgパOa) 檎鈴鹿� 
(株1m')

2 

緩効性肥料(lB) 4 各区共通
 
綴効性肥料(lB) 4 18.2 

無し� o 12.7 


無し� o 112
，� 

な

め 

1)移植期 2007年� 6/8.2008年� 6/12.2009年� 6/5 2)被覆尿素1;1:初期抑制j怒
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表7 施肥水準t:.裁緩密震がハツシモi妓患Sしの特性に及ぼす童手響

肥料栽櫨 出穏期成熟期 理長 穂長 穂数
水準密度�  2
1) 株/ゲ多用/日 周/日� cm cm 本1m

11.2 

12.7 
18.2 

9/1 

9/1 

8/31 

10/8 

10/7 
10/7 

2 
11.2 

12.7 
18.2 

9/1 

9/1 

8/31 

10/9 

10/7 

10/8 

86 

85 
81 

21.1 
21.4 

20.8 

246 

248 
250 

84 
87 
86 

21.4 
21.4 

20.9 

244 
273 

302 

3 
11.2 

12.7 
18.2 

9/2 

き12 

9/1 

10/10 

10/9 

10/9 

84 

86 
83 

20“2 
19.9 
20.0 

270 
297 
329 

4 
11.2 
12.7 

18.2 

9/3 

9/3 

9/3 

10/13 

10/13 

10/12 

82 

82 

81 

19.3 
19.4 
19.3 

278 
279 
297 

玄米 玄米タン
~叉葉子粒重整数考案パク質

主宰110a E % 3) % 

461 25.1 84.8 7.3 

475 25.7 85.8 7.5 
432 25.0 83.4 7.1 

470 25.3 85.5 7.0 

468 25.7 86.3 7.5 
4容器� 25.2 84.7 7.1 

474 24.2 83.6 6.8 
484 24.3 83掃S 6.9 

493 24.1 84.2 6.9 

453 23.7 85.1 6.9 
455 24.0 85.1 6.6 
449 23.9 837 6.註� 

1 )1-3区は3カ年、� 4区iま2ヵ年の平地{復	 別器RN500131.85mm 3お鏡 1)米社製米粒辛� 

4剤投製近赤外分析計NIR6500 

7.6 

ミR7.4 

番高
脅!i7.2 

版 7.0。
 
。.""

ネ-州帳	6.8 
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図4 千粒重と玄米タンパク質含量の関係

のことから、食味計の点数で� fハツシモ岐

阜� SLJ の評価を行う場合には、過小評価され

る恐れがあるため、注意を要すると考えられる c

基程として被覆尿素載料を用いた場会、緩効

枝記料に比べ玄米タンパク質含量は抵い横向を

/よし?と 7)。特iこ90日夕イブを用いて穂胞を

省略した� には� 7%未満となり、その結果、� 

HONのf僚も潟くなった(表� 7)。しかしながら、� 

90日タイプの場合、千粒重が� 25gオミ満になり、

!ハツシモ」にくら

目標値を� 25g ると、図� 4のi刻� 

式から、ヌ;米タンパグ 7.1%となる。

岐阜県水揃栽培指針引によると、ハツシモの

玄米タンパク欝合畿の目標値は� 7%であり、ヂ

の 目 標 をおgとすれば、概ね達成でiきる。

れらのことを踏まえて、千牧草が� 2og以と、

多i段、玄;米タンパク質含量が� 7%税度を目安と

HON 
4) 

84.3 
81.5 
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80.7 

86.3 

89.1 
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90.4 

89.0 

すると、� fハツシモ岐思� SLJ の栽培法として

院の設定した試験区で;士、記料水準� 2、すなわ

ち薬犯に被覆尿素肥料� (N4kg/10a)と穂肥に

効税肥料(N4kg/10討を照い、 変� 18.2株� 

1m之とする が最適と考えられる。
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培齢十
 

Aa白羽目
 

We developed a rice variety 'Hatsushimo伊良lSむ(as
 

fo110'間 SLlthat has the character of rice stripe 

theu'鍛istance.We crossed 'Gikei 164 go詰，re必誕地モ� 

donor parent and 'Hatsushimo'as the r舵� urrent
 

parent.守'he'0泳ei164伊u'has a rice stripe必S儲� se
 

resistance gene 's.れかi.宝'heSL was obtained金umfive
 

times backcros説。自� by‘Hatsushimo'.
 

τ'he SL has the 2・3cm品。此erculm length and its 


thousand kernel weight w川� a加ut19 less，compat叫
 

with・Hatsushimo'. The heading date‘maturing date 


and panicle length were same. And the SL shows 


resistancetorice stripe必se:間以�  obvioushえ
 

Fmせ百三nnore，Vlle ex例代d恥� d凶� ofsome kinds of slow-

rel総総会rtilizerinιul込V2誌ionsy主犯行lof治eSL.百lehighest 


yield W'3Sg.:言撤i紙袋leexperimental field putting治ε伝説必ず
 

∞mbination of 30-dayωぽroll吋明知se ∞ated羽田たrtilizer
 

asa泊saland slow-releasc fとrtilizerasゎpdressing at伊nicle
 

fom1ation. Moreover.今 tho防総ldkemel weight of首leSL was 


heavy enough using the fertilizati叩� system
 

Keywo対


決ice，Ha包ushimo gifuSL，Hat説ushimo，民icestrlpe disease 


符� sb1ant， Back cぬ民�  lsogeniclin芯
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